
秦
漢
時
代
の
交
通
と
情
報
伝
達

公
文
書
と
人
の
移
動

藤
　
田
　
勝
　
久

は
　
じ
　
め
　
に

　
戦
国
秦
漢
史
の
簡
騰
学
で
は
、
こ
れ
ま
で
法
制
史
を
中
心
と
し
た
研
究
が
蓄
積
さ
れ
、
と
く
に
法
律
、
行
政
、
裁
判
な
ど
の
文
書
行
政

　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
公
文
書
の
伝
達
は
、
文
字
資
料
が
施
設
を
通
っ
て
リ
レ
ー
式
に
受
け
渡
さ
れ
る
も
の
で
、
い
わ
ば
今

日
の
郵
便
や
官
庁
の
伝
達
に
あ
た
る
。
ま
た
古
代
社
会
で
は
、
こ
う
し
た
文
字
資
料
の
伝
達
の
ほ
か
に
、
人
の
移
動
に
と
も
な
う
情
報
伝

達
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
水
陸
の
関
所
や
、
宿
泊
施
設
、
通
行
証
明
と
な
る
伝
と
符
、
交
通
手
段
、
食
事
の
規
定
が
問
題
と
な
り
、
秦
漢
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

通
史
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
社
会
の
な
か
で
、
交
通
と
情
報
伝
達
の
あ
り
方
を
み
れ
ば
、
な
お
残
さ
れ
た
課
題
が
あ
る
。

　
た
と
え
ば
古
代
の
旅
行
で
は
、
天
下
を
巡
行
し
た
秦
の
始
皇
帝
が
有
名
で
あ
り
、
前
漢
時
代
の
毒
手
の
巡
行
や
、
司
馬
遷
の
旅
行
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
交
通
と
人
の
往
来
に
は
、
戦
国
時
代
か
ら
各
国
に
派
遣
さ
れ
た
使
者
や
遊
説
家
の
往
来
が
あ
り
、
そ
の
ほ
か
軍

隊
の
出
動
に
よ
る
人
び
と
の
移
動
が
あ
る
。
秦
漢
時
代
で
は
、
中
央
か
ら
地
方
へ
の
官
僚
の
赴
任
、
官
吏
の
往
来
や
、
公
用
出
張
、
公
文

書
の
伝
達
と
報
告
、
忍
男
や
租
税
の
輸
送
と
そ
の
引
率
、
休
暇
に
よ
る
帰
省
、
客
と
商
人
な
ど
の
往
来
と
、
こ
れ
ら
に
随
行
す
る
人
び
と

の
交
通
が
あ
る
。
こ
う
し
た
交
通
と
旅
行
の
形
態
は
、
各
地
に
伝
達
さ
れ
る
情
報
の
あ
り
方
を
ふ
く
め
て
、
十
分
に
は
解
明
さ
れ
て
い
な

四
一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

　
　
　
　
（
4
）

い
点
も
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
近
年
で
は
里
耶
秦
簡
や
張
家
山
漢
語
、
サ
野
禽
墓
簡
憤
な
ど
の
発
見
に
よ
っ
て
、
し
だ
い
に
具
体
的
な

実
態
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
里
耶
秦
簡
と
居
延
新
簡
、
敦
翼
翼
思
置
漢
簡
の
地
名
里
程
簡
を
め
ぐ
っ
て
、
旅
行
ル
ー
ト
と
里
程
の
問
題
を

検
討
し
て
み
た
い
。
そ
の
と
き
注
目
す
る
の
は
、
公
文
書
な
ど
文
字
資
料
の
移
動
と
、
人
の
移
動
に
よ
る
ち
が
い
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
交
通

シ
ス
テ
ム
を
具
体
的
に
理
解
す
る
地
理
空
間
と
し
て
、
サ
湾
漢
墓
簡
憤
に
み
え
る
漢
代
東
海
郡
を
例
と
し
て
分
析
し
、
交
通
と
情
報
伝
達

と
の
関
係
を
考
察
し
て
み
た
い
と
お
も
う
。

地
名
里
程
簡
を
め
ぐ
っ
て

　
里
耶
秦
簡
に
は
「
地
名
里
程
簡
」
が
あ
る
。
『
文
物
』
二
〇
〇
三
年
一
期
で
は
、
写
真
が
な
く
、
一
つ
の
釈
文
だ
け
で
あ
る
が
、
『
里
耶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

発
掘
報
告
』
で
は
三
種
類
の
写
真
と
釈
文
を
載
せ
て
い
る
。
最
初
の
里
程
簡
（
⑯
5
2
、
雲
版
四
十
右
上
）
は
、
郡
か
ら
里
耶
古
城
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

遷
陵
県
ま
で
の
地
名
を
記
し
て
お
り
、
そ
の
交
通
ル
ー
ト
が
注
目
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
以
下
、
目
安
と
し
て
秦
漢
の
一
里
を
約
○
・
四

キ
ロ
と
す
る
）
。

…
…
□

…
…
…
里

…
…
里

：
：
：
⊥
ハ
十
四
里

山
号
錆
百
八
十
四
里

錯
到
世
話
二
百
冊
六
里

江
出
門
屏
陵
百
一
十
里

屏
陵
到
〔
索
〕
二
百
九
十
五
里

〔
索
〕
到
臨
一
抗
⊥
ハ
十
里

一
八
四
里

二
四
六
里

一
一
〇
里

二
九
五
里

　
六
〇
里

約約隠約約
七
三
・
六
キ
ロ
）

九
八
・
四
キ
ロ
）

四
四
・
○
キ
ロ
）

一
八
・
○
キ
ロ
）

二
四
・
○
キ
ロ
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨
涜
到
遷
陵
九
百
一
十
里
　
　
　
　
　
　
　
九
一
〇
里
（
約
三
六
四
・
○
キ
ロ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
凡
四
〕
千
四
百
冊
四
里
　
　
　
　
　
〔
計
一
、
七
九
九
里
、
約
七
一
九
・
六
キ
ロ
〕

　
こ
の
ル
ー
ト
は
、
今
の
湖
北
省
に
あ
た
る
郡
、
錆
、
江
陵
（
荊
州
市
）
、
屏
陵
を
へ
て
、
湖
南
省
の
索
、
臨
況
の
方
面
に
行
き
、
そ
の

終
点
は
遷
陵
県
で
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
断
簡
で
あ
る
が
、
二
点
の
地
名
里
程
簡
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
⑯
1
2
（
彩
版
四
十
、
1
）
に
は
、
今
の
河
北
省
（
秦
代
の
巨

鹿
郡
）
の
地
名
が
あ
り
、
そ
れ
を
並
べ
れ
ば
「
高
陽
－
武
垣
－
饒
陽
－
楽
成
－
武
邑
－
信
都
一
武
…
1
宜
〔
成
〕
」
と
な
る
。
ま
た
⑰
1
4

正
面
（
平
版
四
十
）
に
は
、
今
の
河
南
省
（
糊
代
の
東
郡
、
三
川
郡
、
陽
郡
、
頴
川
郡
）
の
里
程
が
あ
る
。
こ
の
背
面
に
は
「
●
泰
凡
七

千
七
百
廿
二
里
」
と
い
う
合
計
を
記
し
て
い
る
。

　
　
…
…
里

　
　
…
…
里

　
　
…
…
□
里

　
　
…
…
九
里

　
　
…
…
百
七
十
五
里

　
　
…
…
百
計
五
里

　
　
…
…
□
里

　
　
…
…
〔
十
〕
九
里

　
『
発
掘
報
告
』
で
は
、

延
新
簡
（
団
勺
目
＄
・
㎝
○
。
卜
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
張
家
山
漢
意
や
居
延
新
簡
、

　
　
　
　
　
　
　
　
に
は
、

秦
漢
時
代
の
交
通
と
情
報
伝
達

山
陽
到
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□
陽
到
頓
丘
百
八
十
四
里

武
垣
到
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頓
丘
到
虚
百
冊
六
里

饒
陽
□
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
虚
到
街
氏
百
九
十
五
里

楽
楽
□
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
街
氏
到
啓
封
三
百
五
里

武
邑
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
啓
封
到
長
武
九
十
三
里

信
都
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
武
到
情
陵
八
十
七
里

武
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
情
陵
到
許
九
十
八
里

宜
〔
成
〕
…
…
（
⑯
！
2
）

　
　
　
　
　
　
　
親
等
置
漢
簡
と
比
べ
な
が
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
＞

長
安
か
ら
西
域
に
至
る
里
程
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

□
…
…

（
⑰
1
4
正
面
）

郵
駅
の
設
置
と
関
連
さ
せ
て
説
明
し
て
い
る
。
居

四
三



四
四

　
　
長
安
至
茂
陵
七
十
里
　
　
　
月
重
量
烏
氏
五
十
里

　
　
茂
陵
至
萩
置
計
五
里
　
　
　
烏
氏
至
浬
陽
五
十
里

　
　
挟
置
至
好
止
七
十
五
里
　
　
重
陽
至
平
林
置
六
十
里

　
　
好
止
至
義
置
七
十
五
里
　
　
平
林
置
至
高
平
八
十
里

　
ま
た
敦
煙
懸
泉
置
の
里
程
簡
（
口
Φ
O
O
×
目
O
N
置
e
口
ω
O
）

　
　
蒼
松
去
鶯
鳥
六
十
五
里

　
　
驚
鳥
去
小
張
扱
六
十
里

　
　
小
張
抜
去
姑
減
六
十
七
里

　
　
姑
戚
去
顕
美
七
十
五
里

　
『
発
掘
報
告
』
は
、
里
程
簡
の
交
通
ル
ー
ト
が
、

黄
河
を
避
け
た
た
め
か
と
推
測
し
て
い
る
。
ま
た
秦
は
、

厳
密
で
あ
り
、
漢
簡
の
里
程
簡
は
、

　
た
と
え
ば
睡
玉
傷
秦
簡
「
行
書
律
」
で
は
、

　
（
1
0
）

い
た
。
漢
代
初
期
の
張
家
山
漢
簡
『
二
年
律
令
』

ご
と
に
一
言
を
置
き
、

氏
十
割
縢
得
五
十
四
里

縢
七
去
昭
武
六
十
二
里
府
下

昭
武
去
祁
糊
置
六
十
一
里

祁
連
置
去
表
是
七
十
里

　
　
　
　
北
方
か
ら
中
原
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
水
放
馬
灘
秦
墓
の
木
板
地
図
に
み
え
る
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秦
代
の
特
徴
を
継
承
し
て
、
郵
駅
と
行
書
制
度
と
密
接
に
関
連
す
る
と
み
な
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
命
書
や
急
性
は
留
め
て
は
い
け
な
い
し
、
発
信
と
受
信
を
記
録
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
書
律
二
六
四
～
二
六
七
簡
で
は
、
郵
を
置
く
距
離
は
、
通
常
一
〇
里
（
約
四
キ
ロ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
郡
の
長
江
よ
り
以
南
で
は
二
〇
里
（
約
八
キ
ロ
）
ご
と
で
、
北
地
郡
と
上
郡
、
朧
西
郡
の
三
郡
で
は
三
〇
里
（
約

一
ニ
キ
ロ
）
ご
と
に
一
着
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
危
害
の
恐
れ
が
あ
っ
て
郵
が
置
け
な
い
と
き
は
、
門
亭
の
卒
や
捕
盗
が
行
っ
て
も
よ
く
、

土
地
が
険
し
く
郵
が
置
け
な
い
と
き
に
は
、
便
利
な
所
ま
で
進
退
し
て
よ
い
と
い
う
規
定
で
あ
っ
た
。
ま
た
郵
で
は
、
公
用
で
下
僕
が
随

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

行
し
て
い
な
い
者
に
は
食
事
を
提
供
し
、
下
僕
の
あ
る
者
に
は
調
理
旦
ハ
を
貸
し
て
い
る
。

堅
塁
至
居
延
置
九
十
里
　
　
剛
重
量
日
勒
八
十
七
里

居
延
置
至
蝶
裏
九
十
里
　
　
日
車
母
堂
著
置
五
十
里

蝶
裏
革
循
次
九
十
里
　
　
　
空
薫
置
至
屋
蘭
五
十
里

循
次
至
小
張
摘
六
十
里
　
　
屋
蘭
至
重
池
五
十
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
み
え
る
。

　
　
　
　
　
玉
門
去
錯
聴
九
十
九
里

　
　
　
　
　
沙
頭
去
乾
斉
八
十
五
里

　
　
　
　
　
乾
怪
怪
淵
泉
五
十
八
里

　
　
　
　
　
●
右
酒
泉
郡
県
置
十
一
●
六
百
九
十
四
里

　
　
南
方
に
至
る
重
要
な
駅
手
で
あ
り
、
⑰
1
4
が
屈
折
し
て
い
る
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
里
程
を
記
す
交
通
制
度
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
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四
六

　
　
十
里
置
一
軍
。
南
郡
江
山
以
南
、
至
〔
索
〕
南
水
、
廿
里
一
郵
。
一
再
十
二
室
。
長
安
廣
車
身
四
室
。
敬
（
警
）
興
亡
十
八
室
。
有

　
　
物
故
・
去
、
軌
代
者
有
其
田
宅
。
有
息
、
戸
勿
減
。
令
二
人
行
墨
書
・
急
書
、
復
、
勿
令
爲
官
事
。
畏
害
及
近
邊
不
可
置
験
者
、
令

　
　
門
亭
卒
・
捕
盗
行
之
。
北
地
・
上
・
朧
西
、
計
里
一
翼
。
連
騰
陳
不
可
郵
者
、
得
進
退
就
二
上
。
郵
不
具
席
、
設
井
磨
。
吏
有
縣
官

　
　
事
而
無
僕
者
、
郵
爲
炊
。
有
僕
者
、
眼
（
假
）
器
。
皆
給
水
漿
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
こ
の
ほ
か
里
耶
秦
簡
に
は
、
郵
人
に
関
す
る
文
書
が
あ
る
。
そ
こ
で
里
耶
秦
簡
の
里
程
簡
は
、
文
書
伝
達
の
機
構
と
、
郵
置
系
統
の
実

際
の
状
況
と
み
な
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
こ
れ
に
関
連
し
て
、
漢
簡
の
里
程
簡
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
説
が
あ
る
。
張
俊
民
「
《
二
年
律
令
・
行
書
律
》
浅
析
」
で
は
、
居
延
新

簡
や
温
泉
置
賜
簡
の
里
程
簡
を
引
用
し
て
、
郵
駅
設
置
の
距
離
に
＝
疋
の
規
定
が
あ
る
が
、
実
際
の
状
況
に
応
じ
て
、
そ
の
距
離
は
そ
れ

ほ
ど
統
一
さ
れ
て
い
な
い
と
す
る
。
ま
た
漢
初
の
行
書
律
は
、
直
接
的
に
前
漢
後
半
期
の
漢
簡
と
比
べ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
郵
と
道
里
の

設
置
も
一
致
し
て
い
な
い
と
い
う
。
そ
の
と
き
郵
と
置
は
、
『
説
文
』
に
「
郵
、
境
上
傳
書
舎
也
」
と
あ
り
、
『
後
漢
書
』
列
伝
五
八
李
賢

注
に
引
く
『
風
俗
通
』
に
「
漢
改
郵
為
置
。
度
其
遠
近
之
間
下
之
也
」
と
い
う
説
明
が
あ
る
。
し
か
し
張
俊
民
氏
は
、
『
二
年
律
令
』
津

関
令
五
一
六
～
一
七
簡
に
「
長
沙
地
土
壁
。
不
黒
馬
。
置
訣
不
備
一
二
。
未
有
羅
馬
。
請
得
買
馬
十
。
給
置
傳
。
以
下
恒
」
と
あ
り
、
置

は
漢
初
か
ら
郵
駅
機
構
の
名
称
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
前
漢
中
後
期
に
郵
の
業
務
が
拡
大
す
る
と
、
漢
初
の
郵
が
完
備
さ
れ
た
置
に
変

わ
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。

　
そ
れ
で
は
里
全
署
簡
や
漢
簡
の
里
程
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
里
程
簡
を
郵
に
よ
る
文
書
伝
達
の
距
離

と
み
な
す
と
き
、
張
家
山
漢
簡
「
行
書
律
」
の
規
定
と
ち
が
っ
て
い
る
。
「
行
書
律
」
で
は
、
一
〇
里
に
一
躍
が
基
準
で
あ
り
、
長
江
よ

り
以
南
で
は
二
〇
里
、
北
地
黒
と
上
郡
、
朧
西
郡
で
は
三
〇
里
に
一
打
と
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
里
五
型
簡
⑯
5
2
で
は
六
〇
里
か
ら
九

一
〇
里
の
距
離
が
あ
り
、
⑯
1
2
で
は
＝
二
五
里
と
一
七
五
里
、
⑰
1
4
で
は
八
七
里
か
ら
三
〇
五
里
と
な
っ
て
、
す
べ
て
基
準
を
こ
え
て
い



る
。
仮
に
「
行
書
律
」
で
い
う
よ
う
に
、
郵
人
の
行
書
が
一
日
一
夜
で
二
〇
〇
里
（
繋
累
○
キ
ロ
）
の
ノ
ル
マ
と
し
て
も
、
⑯
5
2
の
二
四

六
里
、
二
九
五
里
、
九
一
〇
里
と
、
⑰
1
4
の
三
〇
五
里
は
、
こ
の
基
準
を
こ
え
て
い
る
。

　
ま
た
漢
簡
の
場
合
も
、
↓
○
心
あ
る
い
は
二
〇
里
、
三
〇
里
に
一
旦
と
い
う
基
準
を
こ
え
て
い
る
。
居
延
新
簡
（
国
焦
目
㎝
り
。
㎝
○
O
b
Q
）
で

は
、
と
く
に
辺
境
で
は
な
い
中
央
に
お
い
て
も
、
長
安
か
ら
茂
陵
ま
で
七
〇
里
、
葭
戸
か
ら
萩
置
ま
で
三
五
里
と
い
う
距
離
が
問
題
と
な

る
。
こ
こ
で
は
茂
陵
か
ら
以
降
に
、
＋
伏
置
、
義
置
、
平
林
置
な
ど
置
の
地
名
が
多
い
こ
と
と
、
す
べ
て
］
○
○
里
以
内
の
距
離
（
平
均
六

六
里
、
約
二
六
・
四
キ
ロ
）
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
懸
泉
置
漢
簡
（
e
二
も
。
○
）
で
は
、
辺
境
の
地
名
に
限
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

こ
で
は
県
と
置
が
混
ざ
っ
て
お
り
、
そ
の
距
離
は
一
〇
〇
里
以
内
（
平
均
六
八
里
、
二
七
・
ニ
キ
ロ
。
合
計
記
載
の
平
均
六
三
里
、
約
二

五
・
ニ
キ
ロ
）
と
な
っ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
里
耶
秦
簡
や
漢
簡
の
里
程
は
、
た
し
か
に
聖
代
初
期
の
文
書
を
伝
達
す
る
郵
の
設
置
や
、
一

日
置
行
程
と
は
違
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
秦
漢
時
代
の
里
程
簡
は
、
別
の
ノ
ル
マ
あ
る
い
は
基
準
と
な
る
距
離
を
記
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
さ
ら
に
里
耶
単
簡
で
は
、
行
書
の
ル
ー
ル
と
は
異
な
る
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
］
は
、
木
憤
⑯
1
2
、
⑰
！
4
の
地
名
や
里
程
が
、
成
陽
（
中

央
）
か
ら
地
方
へ
の
ル
ー
ト
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
も
し
居
延
新
簡
（
閏
日
℃
］
U
q
Φ
　
・
㎝
O
o
b
O
）
の
よ
う
に
、
都
の
長
安
か
ら
地
方
へ
の
距
離

を
記
す
の
で
あ
れ
ば
、
文
書
な
ど
の
伝
達
ル
ー
ト
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
⑯
1
2
、
⑰
1
4
の
二
枚
は
、
黄
河
を
は
さ
ん
で
北

か
ら
河
北
省
と
、
河
南
省
を
南
下
す
る
ル
ー
ト
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
始
点
と
終
点
は
不
明
で
あ
る
が
、
⑰
1
4
背
面
の
「
泰
凡
七
千
七
百

廿
二
里
」
（
約
三
、
〇
九
〇
キ
ロ
）
と
い
う
里
程
は
、
少
な
く
と
も
中
央
か
ら
地
方
へ
の
里
程
で
は
な
い
。
ま
た
秦
代
の
交
通
路
を
示
す
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

皇
帝
の
巡
行
ル
ー
ト
乏
も
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
里
程
は
一
〇
〇
里
以
上
の
場
合
が
あ
り
、
街
氏
か
ら
忌
避
ま
で
は
三
〇
五
里
も
あ
る
。

　
木
膿
⑯
5
2
の
場
合
は
、
そ
の
始
発
点
は
威
陽
か
も
し
れ
な
い
が
、
や
は
り
里
程
間
の
距
離
が
大
き
く
、
臨
況
か
ら
遷
陵
県
の
問
は
九
一

〇
里
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
名
の
里
程
は
、
『
二
年
律
令
』
行
書
律
の
規
定
よ
り
は
る
か
に
長
く
な
っ
て
い
る
。
地
名
里
程
簡
に
み
え
る

県
の
間
に
は
、
こ
れ
以
外
に
も
南
郡
や
洞
庭
郡
の
県
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
は
文
書
を
伝
達
す
る
郵
駅
の
里
程
と
は
違
っ
て
い
る
。

秦
漢
時
代
の
交
通
と
情
報
伝
達

四
七



四
八

　
そ
れ
で
は
里
程
簡
の
距
離
が
、
漢
初
の
郵
の
設
置
や
一
日
の
伝
達
ノ
ル
マ
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
里
程
を
示

す
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
1
公
文
書
な
ど
の
文
字
資
料
と
、
2
人
の
移
動
に
分
け
て
考
え
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝿
）

　
公
文
書
の
伝
達
で
は
、
す
で
に
張
家
山
漢
簡
や
居
延
漢
簡
を
通
じ
て
逓
伝
の
過
程
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
要
点
は
、
郵
に
よ
る
重

要
な
文
書
（
詔
書
や
、
速
達
、
書
留
に
あ
た
る
も
の
）
と
、
一
般
の
文
書
（
行
政
施
設
に
よ
る
も
の
）
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
郵

の
問
の
距
離
は
、
『
二
年
律
令
』
行
書
律
に
漢
初
の
規
定
が
み
え
て
い
た
。
ま
た
各
中
継
地
の
区
間
に
つ
い
て
、
永
田
英
正
氏
は
、
文
書

の
逓
伝
に
各
中
継
地
で
日
時
と
中
継
者
を
記
録
し
、
所
定
の
中
継
区
間
ご
と
に
付
け
替
え
て
郵
便
物
と
と
も
に
伝
送
し
た
と
い
う
。
そ
の

記
録
が
完
了
す
る
と
、
後
日
に
候
官
に
記
録
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
理
解
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
冠
位
「
秦
と
漢
初
の
文
書
伝
達
シ
ス
テ
ム
」
で
は
、
「
以
郵
行
書
（
郵
を
以
て
書
を
行
る
）
」
と
「
以
次
伝
書
（
次
を
以
て
書
を
伝
う
）
」

は
、
秦
か
ら
漢
初
に
お
い
て
二
種
類
の
基
本
と
な
る
公
文
書
の
伝
達
方
式
と
し
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
路
線
に
設
置
さ
れ
た
郵
に
よ
る
快
速

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

の
機
能
と
、
長
距
離
で
速
度
の
遅
い
文
書
伝
達
を
区
別
し
て
い
る
。
ま
た
陳
偉
勲
は
、
こ
の
時
期
に
み
ら
れ
る
「
伝
」
「
置
」
は
、
官
が

提
供
す
る
車
馬
な
ど
の
交
通
手
段
で
あ
り
、
文
書
を
伝
達
す
る
機
能
を
も
っ
て
い
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
た
だ
し
前
漢
後
半
期
で
は
、
郵
と
置
に
宿
泊
や
情
報
伝
達
の
機
能
が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
敦
煙
五
泉
置
の
遺
跡
は
、
鳥
院
（
宿
舎
）

と
馬
厩
区
、
倉
庫
、
見
張
り
台
、
廃
棄
場
所
な
ど
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
張
俊
民
氏
は
、
置
の
長
官
は
丞
で
、
そ
の
下
に
は
倉
薔
夫
、
厩

音
夫
、
上
国
夫
、
置
音
夫
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
佐
が
い
る
。
」
元
帝
よ
り
以
降
で
は
、
丞
は
見
え
ず
、
厩
隠
夫
、
青
書
夫
が
い
る
と
い
う
。

ま
た
エ
ノ
・
ギ
ー
レ
氏
は
、
置
が
郵
よ
り
規
模
の
大
き
い
「
伝
達
基
地
（
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
」
と
想
定
し
て
い
る
。

　
だ
か
ら
漢
簡
の
里
程
簡
が
、
文
書
伝
達
を
示
す
の
で
あ
れ
ば
、
郵
の
設
置
や
一
日
の
ノ
ル
マ
で
は
な
く
、
主
な
中
継
地
と
な
る
地
名
を

記
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
漢
簡
で
は
、
そ
こ
に
県
と
置
が
現
れ
て
い
る
。
し
か
し
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
当
時
の
交
通
の
実
態
で

あ
る
。



　
秦
漢
時
代
の
交
通
で
は
、
人
び
と
の
往
来
に
関
す
る
施
設
と
し
て
、
関
所
と
宿
場
（
県
の
堂
舎
、
置
な
ど
）
が
あ
る
。
こ
う
し
た
津
関

を
通
過
す
る
に
は
、
中
央
や
地
方
官
府
が
発
行
す
る
通
行
証
（
伝
、
符
）
が
必
要
で
あ
り
、
「
伝
」
は
官
僚
・
官
吏
の
公
的
な
出
張
や
赴

任
、
帰
省
な
ど
に
使
用
さ
れ
た
。
そ
の
行
程
に
つ
い
て
、
張
家
山
漢
簡
『
奏
謝
書
』
に
始
皇
帝
二
十
七
、
二
十
八
年
（
前
二
二
〇
、
一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

九
）
の
「
●
南
郡
卒
史
蓋
盧
塾
田
假
卒
史
鴫
復
孜
摩
等
亡
子
」
一
二
四
～
↓
六
一
簡
が
あ
る
。

　
　
御
史
書
畳
叩
七
年
掛
金
型
辰
到
南
郡
守
府
。
即
下
。
甲
午
到
蓋
盧
等
治
定
。
其
壬
寅
補
益
難
治
。
上
治
官
獄
。
●
四
月
辛
中
興
有
論

　
　
去
。
五
月
庚
午
朔
・
益
従
治
。
蓋
甘
干
資
（
貨
）
去
。
八
月
庚
子
耳
翼
去
。
怒
鼻
八
年
九
月
甲
午
已
。
凡
四
百
六
十
九
日
。
朔
病
六

　
　
十
二
日
。
行
道
六
十
日
。
乗
暴
馬
及
専
行
五
千
一
百
冊
六
里
。
〔
率
〕
之
。
日
干
八
十
五
里
。
〔
奇
〕
冊
六
里
不
〔
率
〕
。
除
弦
（
元
）
・

　
　
伏
不
治
。
宅
獄
四
百
冊
九
日
。
定
治
十
八
日
。

　
　
●
御
史
下
書
別
居
官
笥
。
●
今
復
之
。
…
…

　
こ
こ
で
は
調
査
が
遅
れ
た
原
因
と
し
て
、
関
係
す
る
人
物
が
不
在
や
病
気
で
あ
っ
た
記
載
が
あ
る
。
そ
の
な
か
に
「
行
道
六
十
日
。
恒

馬
に
乗
り
及
び
予
行
す
る
こ
と
五
千
百
四
十
六
里
。
之
を
率
す
る
に
、
日
に
八
十
五
里
を
行
き
、
あ
ま
り
四
十
六
里
」
と
あ
る
。
つ
ま
り

旅
行
の
行
程
は
、
全
部
で
六
〇
日
に
わ
た
る
五
一
四
六
里
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
訳
は
、
恒
馬
に
乗
る
陸
路
と
、
船
で
行
く
水
路
が
あ
る
。

そ
れ
を
平
均
す
る
と
、
一
日
あ
た
り
八
五
里
（
約
三
四
キ
ロ
）
と
な
り
、
余
り
が
四
六
里
で
あ
る
。
こ
れ
は
世
代
交
通
の
実
情
を
示
し
て

い
る
。

　
遷
延
新
簡
で
は
、
長
安
（
中
央
）
か
ら
茂
陵
よ
り
以
下
の
県
と
置
の
里
程
（
地
方
）
を
記
し
て
い
た
。
い
ま
旅
行
の
行
程
と
「
里
程
簡
」

を
く
ら
べ
て
み
る
と
、
そ
の
里
程
は
、
最
大
で
も
一
〇
〇
里
を
こ
え
な
い
。
ま
た
懸
泉
置
聖
子
で
は
、
＝
疋
の
距
離
で
酒
泉
郡
な
ど
の
県

や
置
の
里
程
を
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
最
長
で
一
〇
〇
里
以
内
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
張
家
山
漢
簡
「
行
書
律
」
と
く
ら
べ
、
辺
境
の
郡

県
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
郵
の
里
程
と
し
て
長
距
離
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
漢
簡
の
里
程
は
、
文
書
を
逓
伝
す
る
中
継
地
だ
け
で

　
秦
漢
時
代
の
交
通
と
情
報
伝
達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九



五
〇

は
な
く
、
人
の
移
動
の
基
準
と
な
る
里
程
が
想
定
で
き
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
車
馬
や
船
を
利
用
し
た
一
日
の
行
程
に
近
い
里
程
と
な
っ

て
い
る
。

　
た
だ
し
里
耶
秦
簡
「
地
名
里
程
簡
」
の
ル
ー
ト
は
、
古
代
の
交
通
路
と
し
て
主
要
な
路
線
に
沿
っ
て
お
り
、
⑯
5
2
は
遷
坐
具
が
終
点
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
里
程
は
、
県
と
郵
の
設
置
区
間
や
、
一
日
の
文
書
伝
達
の
行
程
と
も
ち
が
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
里
耶
秦
簡
で

は
、
基
点
と
な
る
行
程
を
示
す
と
し
て
も
、
一
日
の
文
書
伝
達
や
旅
行
の
行
程
と
は
ち
が
っ
た
基
準
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ

ら
は
文
字
資
料
と
人
の
移
動
を
ふ
く
め
て
、
そ
の
里
程
の
意
義
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

二
　
雰
湾
漢
墓
簡
陵
に
み
え
る
交
通

　
こ
れ
ま
で
地
名
里
程
簡
を
め
ぐ
っ
て
、
秦
漢
時
代
の
文
書
伝
達
と
、
旅
行
の
行
程
な
ど
を
確
認
し
て
き
た
。
こ
こ
で
は
公
文
書
の
逓
送

の
よ
う
に
、
郵
や
行
政
機
構
の
施
設
に
よ
っ
て
文
字
資
料
を
伝
達
す
る
文
書
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
、
人
が
移
動
す
る
機
能
の
相
違
に
注
意

し
て
み
た
。
そ
し
て
『
二
年
律
令
』
行
書
律
の
規
定
と
く
ら
べ
れ
ば
、
郵
や
行
政
機
構
に
よ
る
公
文
書
の
逓
送
の
基
準
（
設
置
の
間
隔
、

一
日
目
ノ
ル
マ
な
ど
）
と
、
里
程
簡
の
基
準
は
一
致
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
営
業
の
里
程
簡
は
、
漢
初
の
『
奏
講
書
』
の
案
件
と
同
じ
よ

う
に
、
ほ
ぼ
一
日
の
旅
行
の
行
程
（
八
五
里
、
約
三
四
キ
ロ
）
に
相
当
す
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
里
親
秦
簡
の
里
程
も
、
一
部
は

長
距
離
で
あ
る
が
、
文
書
の
伝
達
だ
け
で
は
な
く
、
旅
行
の
行
程
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
れ
を
具
体
的
な
地
域
モ
デ
ル
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
示
す
の
は
、
サ
湾
漢
墓
簡
順
で
あ

（
1
9
）
る
。
こ
こ
で
は
柔
順
の
集
簿
、
吏
員
定
簿
と
、
竹
簡
「
暦
譜
」
の
記
載
に
よ
っ
て
、
漢
代
の
交
通
と
情
報
伝
達
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
九
九
三
年
に
江
蘇
省
連
雲
港
市
で
発
見
さ
れ
た
サ
悉
無
墓
簡
蹟
は
、
前
漢
末
の
東
海
郡
の
行
政
機
構
と
、
郡
県
社
会
の
構
造
を
う
か



が
う
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
こ
の
墓
主
は
、
か
つ
て
卒
史
で
、
の
ち
に
東
海
太
守
功
曹
達
と
な
っ
た
無
業
（
字
、
宰
領
）
で
あ
る
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。

　
木
品
（
一
正
）
の
集
簿
に
は
、
東
海
郡
の
県
邑
・
侯
国
を
三
八
と
し
て
、
郷
、
里
、
里
正
、
亭
、
亭
卒
、
郵
の
数
と
人
数
を
記
し
て
い

る
。
こ
こ
に
は
「
郵
三
四
」
と
あ
り
、
ほ
ぼ
↓
県
一
郵
に
近
い
。

　
　
郷
一
百
七
十
…
…
亭
六
百
八
十
八
、
卒
二
千
九
百
七
十
二
人
、
郵
計
四
、
人
四
百
八
、
楽
弓
。

　
ま
た
木
騰
（
二
正
・
反
）
の
「
吏
員
定
律
」
に
は
、
東
海
郡
の
官
僚
・
官
吏
の
構
成
と
秩
禄
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
県
一
八
と
、
邑

二
、
侯
国
一
八
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
塩
鉄
の
官
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
な
か
に
「
即
製
」
が
あ
る
県
は
、
以
下
の
通
り
で

　
（
2
0
）

あ
る
。

　
　
下
郵
日
郵
佐
二
人
　
　
郷
　
”
郵
佐
二
人
　
　
費
”
郵
佐
二
人
　
　
臨
折
H
甲
佐
二
人

　
　
利
成
一
郵
佐
一
人
　
　
蘭
旗
一
郵
佐
一
人

　
こ
れ
を
集
簿
と
合
わ
せ
て
み
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
可
能
性
が
あ
る
。
①
郵
は
三
四
の
県
、
侯
国
に
設
置
さ
れ
た
が
、
郵
佐
は
下
郵
、

鄭
、
費
、
臨
折
、
利
成
、
蘭
旗
の
上
県
に
置
か
れ
て
い
る
。
②
郵
書
を
二
人
置
く
県
は
、
一
揖
に
二
ヶ
所
の
郵
を
設
置
し
て
い
る
か
、
あ

る
い
は
郵
の
規
模
が
大
き
い
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
と
も
か
く
郵
は
、
全
部
の
県
で
は
な
い
が
、
複
数
の
県
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
東
海
郡
の
領
域
で
、
郡
太
守
府
・
都
尉
府
、
県
・
侯
国
、
塩
鉄
の
官
、
郵
、
亭
の
配
置
や
立
地
を
み
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
特

　
　
　
（
2
1
）

徴
が
あ
る
（
図
を
参
照
）
。

　
　
太
守
府
n
主
要
河
川
の
丘
陵
に
挟
ま
れ
、
人
口
が
集
中
す
る
郊
県
に
あ
る
。
行
政
全
般
を
統
括
。

　
　
都
尉
府
”
郡
府
か
ら
魯
国
へ
抜
け
る
交
通
の
要
衝
（
費
県
）
に
位
置
す
る
。
軍
事
な
ど
を
管
轄
。

　
　
大
県
・
県
　
人
口
の
多
い
大
県
は
、
丘
陵
地
と
境
界
付
近
・
海
岸
線
に
位
置
す
る
。

秦
漢
時
代
の
交
通
と
情
報
伝
達

五
一



五
二

　
　
侯
国
”
山
地
と
丘
陵
・
平
野
部
に
位
置
し
て
お
り
、
人
口
は
少
な
い
と
お
も
わ
れ
る
。

　
　
塩
・
鉄
官
　
生
産
地
の
立
地
に
規
制
さ
れ
た
県
で
、
別
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
　
郵
”
郵
は
三
四
ほ
ど
設
置
。
郵
左
は
六
県
で
一
〇
人
、
主
要
な
交
通
ル
ー
ト
上
に
あ
る
。

　
　
亭
”
亭
長
が
三
〇
以
上
の
県
は
、
人
口
の
多
い
県
と
、
境
界
の
県
に
位
置
す
る
。

　
　
　
　
海
西
（
五
四
）
、
下
郵
（
四
六
）
、
郊
（
四
一
）
、
蘭
陵
（
三
五
）
、
胸
（
四
七
）

　
　
　
　
費
（
四
三
）
、
即
丘
（
三
二
）
、
厚
丘
（
三
六
）
、
利
成
（
三
二
）
、
臨
祈
（
三
六
）

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
東
海
郡
の
国
所
の
郊
県
で
、
重
要
な
公
文
書
や
危
急
の
文
書
が
受
信
・
発
信
さ
れ
る
時
は
、
大
き
く
二
つ
の
ル
ー
ト

が
想
定
で
き
る
。
一
は
、
北
国
を
へ
て
、
東
海
郡
の
費
県
－
臨
郡
県
－
港
町
と
い
う
ル
ー
ト
で
あ
る
。
二
は
、
楚
国
あ
る
い
は
臨
涯
郡
を

へ
て
、
東
海
郡
の
下
記
－
郊
県
と
い
う
ル
ー
ト
で
あ
る
。
こ
こ
に
郵
佐
が
置
か
れ
て
い
．
る
。
そ
し
て
郊
県
か
ら
は
、
さ
ら
に
放
射
状
に
所

轄
の
各
県
と
や
り
と
り
が
行
わ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

　
ま
た
一
般
の
文
書
は
、
郵
で
は
な
く
、
各
県
城
や
亭
な
ど
の
施
設
に
よ
っ
て
伝
達
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
ル
ー
ト
は
、
ほ
ぼ
郵

の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
西
北
は
霊
夢
を
通
っ
て
伝
達
さ
れ
、
西
南
は
下
之
を
通
過
し
て
伝
達
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
所
轄
の
各
県

と
の
往
来
は
同
じ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

　
歩
湾
簡
腰
の
年
代
は
前
漢
末
で
あ
り
、
漢
簡
の
里
程
簡
と
近
い
。
そ
こ
で
東
海
郡
の
文
書
伝
達
の
ル
ー
ト
と
逓
伝
の
実
情
を
み
る
と
、

そ
の
関
係
が
理
解
で
き
る
。
す
な
わ
ち
東
海
郡
で
は
、
県
城
と
製
出
の
間
に
、
一
あ
る
い
は
二
の
郵
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

距
離
は
、
仮
に
県
と
県
の
問
が
五
〇
～
七
〇
キ
ロ
程
度
と
す
れ
ば
、
県
－
郵
－
県
の
間
隔
は
半
分
の
二
五
～
三
五
キ
ロ
と
な
る
。
も
し
郷

県
と
下
郵
、
郊
県
と
利
成
・
臨
折
県
の
間
で
、
郵
が
複
数
あ
れ
ば
、
そ
の
間
隔
は
二
五
キ
ロ
以
下
と
な
る
。
こ
の
県
と
県
の
距
離
は
、
早

霜
の
里
程
簡
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
郵
を
入
れ
た
距
離
は
や
や
短
く
な
る
。
と
す
れ
ば
前
漢
後
半
期
の
東
海
郡
で
は
、
郵
は
一
県
に
あ
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五
四

る
場
合
に
は
、
一
、
二
ヶ
所
ほ
ど
置
か
れ
、
そ
の
距
離
は
六
〇
数
里
（
約
二
五
キ
ロ
程
度
）
以
下
に
変
更
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
た

だ
し
漢
簡
の
里
程
簡
は
、
郵
で
は
な
く
、
県
と
置
の
地
名
を
記
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
サ
有
漢
墓
簡
憤
と
比
較
し
て
も
、
漢
簡
の
里
程

は
郵
の
間
隔
よ
り
も
広
く
、
い
く
つ
か
の
県
を
集
約
し
た
里
程
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
そ
れ
で
は
前
漢
末
で
は
、
人
の
旅
行
は
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
サ
湾
簡
履
の
竹
簡
「
暦
譜
（
元
生
二
年
日
記
ご
は
、

早
早
二
年
（
前
＝
）
の
暦
を
大
・
小
の
月
に
分
割
し
、
節
季
や
一
年
間
に
わ
た
る
個
人
的
な
記
録
が
み
え
る
。
そ
れ
は
墓
主
と
お
も
わ

れ
る
人
物
が
、
県
の
官
府
で
勤
務
す
る
ほ
か
に
、
出
張
な
ど
の
旅
行
を
記
し
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
具
体
的
な
交
通
ル
ー
ト
と
宿
泊
地
を
知

　
　
　
　
　
（
2
3
）

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
東
海
郡
の
内
外
に
行
く
と
き
、
そ
の
宿
泊
地
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

　
　
A
正
月
十
八
日
“
…
…
十
九
日
　
武
原
就
？
陵
亭
、
二
十
日
一
武
原
中
亭
亭
、
…
…
二
十
三
日
　
彰
城
伝
馬
、
…
…
二
十
五
日
～
二

　
　
十
七
日
　
彰
城
伝
舎
、
…
…
二
十
九
日
日
武
原
伝
舎
、
三
十
日
目
宿
舎

　
　
B
二
月
七
日
”
蘭
廿
里
亭
、
八
日
一
武
原
中
郷
、
…
…
十
一
日
　
学
士
舎
、
十
二
日
　
煩
？
亭
、
十
三
日
日
宿
舎

　
　
C
二
月
十
五
日
　
栄
陽
亭
、
十
六
日
”
鹿
？
至
？
亭
、
十
七
日
　
呂
伝
舎
、
十
八
日
一
彰
城
防
門
亭
、
十
九
日
～
二
十
一
日
”
南
春

　
　
亭
、
…
…
二
十
四
日
～
二
十
九
日
“
南
春
亭
、
…
…
三
月
六
日
目
宿
舎

　
　
D
三
月
二
十
五
日
　
都
＝
亭
、
二
十
六
日
U
下
邸
中
亭
、
二
十
七
日
　
彰
城
伝
舎
、
…
…
二
十
九
日
～
四
月
一
日
”
彰
城
三
舎
、
…

　
　
…
三
日
　
苗
丘
畜
舎
、
四
日
一
旦
伝
舎
、
…
…
六
日
一
言
春
宅
、
七
日
、
八
日
”
子
畜
舎
、
九
日
U
伝
舎
、
…
…
十
一
日
～
二
十
日
　

　
　
彰
城
伝
舎
、
二
十
一
日
一
旦
春
亭
、
…
…
二
十
三
日
～
二
十
六
日
　
南
春
宅
、
二
十
七
日
～
二
十
九
日
”
子
堂
舎
、
…
…
五
月
三
日
　

　
　
南
春
宅
、
…
…
六
日
～
十
二
日
目
南
春
宅
、
…
…
十
四
日
～
十
七
日
日
南
春
宅
、
…
…
十
九
日
～
二
十
三
日
”
丁
丁
宅
、
…
…
二
十

　
　
五
日
～
二
十
七
日
一
翌
春
宅
、
…
…
二
十
九
日
一
立
春
宅
、
三
十
日
“
霊
？
亭
、
六
月
一
日
一
立
春
宅
、
二
日
　
土
船
亭
、
三
日
”

　
　
蜴
慮
亭
、
四
日
一
宿
舎



　
　
E
六
月
二
十
↓
日
”
宿
舎
、
…
…
二
十
三
日
”
陳
文
盲
家
、
二
十
四
日
一
良
県
伝
舎
、
二
十
五
日
目
宿
舎

　
　
F
七
月
…
…
二
十
日
口
蘭
雀
隠
舎
、
二
十
一
日
～
二
十
三
日
”
建
早
計
舎
、
…
…
二
十
五
日
”
陰
平
、
二
十
六
日
日
古
陵
紫
？
朱
？

　
　
亭

　
　
G
九
月
八
日
　
山
郵
、
九
日
一
開
陽
都
亭
、
十
日
一
宿
舎

　
　
H
九
月
二
十
六
日
　
裏
責
伝
舎
、
二
十
七
日
一
鼻
音
ハ
焚
？
亭
、
…
…
二
十
九
日
目
嚢
責
伝
舎
、
三
十
日
”
宿
舎

　
　
－
十
月
三
日
”
博
望
置
、
四
日
”
羽
北
一
、
…
…
六
日
　
宿
舎

　
　
J
十
一
月
二
十
六
日
”
利
県
南
当
為
、
二
十
七
日
一
十
折
伝
舎
、
…
…
二
十
九
日
一
高
記
号
舎
、
三
十
日
　
東
武
伝
舎

　
　
K
十
二
月
九
日
　
開
愚
亭
、
十
日
　
菖
伝
舎
、
十
一
日
　
古
伝
舎
、
…
…
十
三
日
一
高
広
料
亭
、
十
四
日
一
管
伝
書
、
十
五
日
一
臨

　
　
折
伝
企
ロ
、
十
六
日
”
宿
企
口

　
こ
の
ほ
か
一
日
の
行
程
と
し
て
、
三
月
十
一
日
に
「
主
上
平
郷
」
、
三
月
十
三
日
に
「
柘
陽
…
…
」
、
十
月
十
日
に
「
陳
少
平
家
」
と
あ

る
。
た
だ
し
彰
城
に
あ
る
「
南
春
意
（
南
亭
亭
）
」
「
子
厳
舎
」
と
、
「
陳
文
卿
家
」
「
陳
少
平
家
」
な
ど
は
、
私
的
な
宿
泊
か
、
客
を
泊
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

る
舎
の
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
行
程
と
宿
泊
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
。

　
ま
ず
A
は
、
郊
県
か
ら
旨
煮
の
彰
城
ま
で
の
往
復
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
武
原
と
彰
城
の
県
城
に
あ
る
伝
舎
に
宿
泊
し
て
い
る
。
し

か
し
往
路
で
は
、
こ
の
間
に
武
原
の
二
つ
の
亭
に
宿
泊
し
て
い
る
。
そ
の
距
離
は
、
現
在
の
直
線
ル
ー
ト
で
、
郊
～
武
原
は
約
五
〇
キ
ロ
、

武
原
～
彰
城
は
約
六
〇
キ
ロ
で
あ
る
。
B
は
、
郊
か
ら
楚
国
の
呂
県
ま
で
の
往
復
で
あ
る
。
直
線
ル
ー
ト
で
約
九
〇
キ
ロ
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
蘭
陵
、
武
原
を
通
っ
て
行
き
、
帰
り
は
間
に
一
日
お
い
て
郷
に
着
い
て
い
る
。
こ
れ
は
迂
回
す
る
道
路
を
入
れ
て
、
一
日
号
約
五

〇
キ
ロ
近
く
移
動
し
て
い
る
。
C
は
郊
か
ら
、
楚
国
の
各
県
を
へ
て
彰
城
へ
行
く
ル
ー
ト
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
は
、
長
期
に
わ
た
っ

て
南
春
亭
に
宿
泊
し
て
い
る
。
こ
れ
と
明
春
宅
は
地
名
が
同
じ
で
あ
る
が
、
同
じ
宿
舎
か
は
不
明
で
あ
る
。

秦
漢
時
代
の
交
通
と
情
報
伝
達

五
五



五
六

　
D
は
、
郷
か
ら
東
海
郡
の
下
郵
を
通
っ
て
、
愛
国
の
彰
城
を
往
復
す
る
ル
ー
ト
で
あ
る
が
、
三
月
末
か
ら
六
月
初
ま
で
二
ヶ
月
以
上
に

お
よ
ん
で
い
る
。
そ
の
宿
泊
は
「
彰
城
伝
舎
」
と
「
三
春
宅
」
が
多
く
、
一
部
に
「
子
羊
舎
」
が
あ
る
。
こ
■
の
旅
行
で
は
、
出
発
す
る
前

の
三
月
一
九
日
に
「
宿
学
病
」
、
二
〇
日
に
「
宿
家
畜
記
」
と
あ
る
。
ま
た
帰
っ
た
と
き
は
六
月
四
日
に
「
宿
舎
」
と
あ
る
が
、
そ
の
あ

と
六
月
六
日
か
ら
二
〇
日
ま
で
「
無
漏
」
と
あ
り
、
二
一
日
に
「
宿
舎
」
の
あ
と
、
E
の
「
陳
文
無
家
」
「
良
香
具
舎
」
の
滞
在
を
へ
て
、

ふ
た
た
び
二
五
日
か
ら
二
八
日
ま
で
「
宿
墨
」
と
あ
る
。
そ
し
て
二
九
日
に
「
病
告
」
と
あ
る
。
と
す
れ
ば
D
と
E
の
旅
行
は
、
必
ず
し

も
公
用
出
張
で
は
な
く
、
あ
る
い
は
病
気
に
関
連
し
て
、
長
期
の
休
暇
で
知
人
の
と
こ
ろ
に
滞
在
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
れ
以
降
は
、
短
期
の
旅
行
が
多
い
。
F
は
、
出
発
日
は
不
明
で
あ
る
が
、
七
月
に
東
海
郡
の
蘭
陵
、
建
陽
、
陰
平
を
訪
れ
て
い
る
。

鄭
か
ら
蘭
陵
ま
で
は
、
直
線
ル
ー
ト
で
約
四
五
キ
ロ
で
あ
る
。
ま
た
G
は
、
九
月
に
二
日
間
で
山
留
と
開
陽
県
を
訪
れ
て
お
り
、
開
陽
ま

で
は
約
五
五
キ
ロ
で
あ
る
。
H
も
短
期
間
で
嚢
責
を
往
復
し
て
い
る
。
郊
か
ら
嚢
貨
ま
で
約
二
五
キ
ロ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

　
1
は
、
十
月
に
二
日
間
で
、
東
海
郡
祝
其
県
の
羽
山
に
行
っ
た
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
祝
其
県
ま
で
約
六
〇
キ
ロ
で
あ
る
。
J
は
、
十

一
月
に
臨
折
県
か
ら
猿
邪
郡
の
高
広
県
を
通
っ
て
、
郡
治
所
の
東
武
県
を
往
復
し
て
い
る
。
郷
か
ら
臨
写
ま
で
は
尊
号
〇
キ
ロ
で
あ
る
。

K
は
、
十
二
月
九
日
か
ら
、
東
海
郡
の
開
陽
県
、
城
陽
国
の
菖
県
を
へ
て
、
風
邪
郡
の
諸
県
に
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
翌
日
の
宿
泊
が

欠
落
し
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
終
点
は
、
諸
県
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
東
武
県
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
復
路
は
、
高
広
、
菖
県
、
臨
折
を
通
っ

て
帰
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
「
暦
譜
」
の
旅
行
を
み
る
と
、
そ
の
宿
泊
は
県
城
の
思
量
が
基
本
で
あ
り
、
高
広
丞
舎
の
例
も
あ
る
。
県
の
問
は
、
亭
に

宿
泊
す
る
ケ
ー
ス
（
武
原
の
亭
2
、
障
壁
の
亭
2
、
撃
手
8
、
彰
城
の
亭
1
、
早
耳
の
亭
1
、
開
陽
の
亭
1
、
豊
艶
の
亭
1
、
利
県
の
亭

1
㌔
高
広
の
亭
1
）
が
多
い
。
こ
の
ほ
か
宿
泊
に
は
、
武
原
中
郷
、
山
郵
、
博
年
記
の
例
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
郷
の
施
設
や
郵
、
置

に
宿
泊
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
東
海
郡
の
周
辺
で
は
公
用
旅
行
の
一
般
的
な
宿
泊
所
と
な
っ
て
い
な
い
。



　
「
暦
譜
」
の
旅
行
ル
ー
ト
は
、
短
期
間
を
の
ぞ
い
て
、
治
所
で
あ
る
郊
県
か
ら
楚
国
と
娘
邪
曲
の
方
面
で
あ
る
。
こ
れ
を
郵
を
ふ
く
む

交
通
ル
ー
ト
と
く
ら
べ
る
と
、
郊
か
ら
下
膨
を
通
っ
て
楚
国
に
行
く
ル
ー
ト
が
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
魯
国
を
往
来
す
る
ル
ー
ト
は
、

こ
の
旅
行
で
は
利
用
し
て
い
な
い
。
ま
た
狼
邪
郡
へ
の
旅
行
で
は
、
臨
折
、
利
成
県
に
郵
佐
が
置
か
れ
て
お
り
、
も
う
一
つ
の
主
要
ル
ー

ト
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
東
海
郡
の
自
県
か
ら
は
、
楚
国
、
豊
国
、
狼
邪
郡
に
行
く
ル
ー
ト
が
主
要
で
あ
り
、
こ
れ
は
郵

佐
が
置
か
れ
て
い
る
県
を
反
映
し
て
い
る
。

　
そ
の
と
き
一
日
の
行
程
は
、
県
と
県
と
の
問
で
、
遠
い
も
の
で
六
〇
、
七
〇
キ
ロ
、
近
い
も
の
で
二
五
キ
ロ
程
度
の
移
動
で
あ
る
。
こ

れ
は
歩
い
て
移
動
す
る
場
合
と
、
車
馬
の
利
用
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
行
程
が
異
な
る
で
あ
ろ
う
。
先
に
文
書
伝
達
で
み
た
よ
う
に
、
郵

人
の
伝
達
は
、
一
日
で
一
六
〇
里
～
二
〇
〇
里
（
約
六
七
～
八
○
キ
ロ
）
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ほ
ぼ
最
速
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
歩
い
て
往
来
す
る
場
合
は
、
一
日
約
手
〇
キ
ロ
程
度
と
な
り
、
四
〇
、
五
〇
キ
ロ
以
上
を
移
動
す
る
に
は
、
車
馬
な
ど
の
利

用
が
想
定
さ
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
サ
湾
簡
蹟
「
二
百
」
の
旅
行
ル
ー
ト
と
日
程
を
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
里
程
簡
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
よ
う
。

　
ま
ず
文
書
の
伝
達
で
は
、
1
中
央
あ
る
い
は
他
郡
を
通
過
す
る
ケ
ー
ス
と
、
2
郡
内
で
の
伝
達
が
あ
る
。
ま
た
方
法
に
は
、
速
達
書
留

に
あ
た
る
郵
の
逓
送
と
、
一
般
文
書
の
伝
達
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌦
郵
ノ
　
　
　
㌔
郵
～
－
…
i
－
…
－
…
－
…
－
…
…
…
…
…
」
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一
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五
八

　
里
程
簡
は
、
1
中
央
あ
る
い
は
他
郡
を
通
過
す
る
も
の
で
あ
り
、
2
の
郡
内
で
の
伝
達
で
は
な
い
。
こ
の
と
き
一
般
文
書
の
伝
達
は
、

各
県
を
通
過
す
る
は
ず
な
の
で
、
県
と
置
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
る
里
程
と
は
な
ら
な
い
。
ま
た
郵
の
逓
伝
を
み
る
と
、
墨
金
か
ら
前
漢
後

期
ま
で
、
県
と
県
と
の
間
に
郵
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
里
程
簡
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
郵
に
よ
る
逓
送
や
、
一
般
文
書
を
伝
達
す

る
施
設
ご
と
の
距
離
を
示
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
つ
ぎ
に
郵
を
逓
伝
す
る
一
日
の
ノ
ル
マ
も
、
里
程
簡
の
距
離
と
は
］
致
し
な
い
。
し
か
し
一
般
文
書
を
伝
達
す
る
主
要
な
施
設
（
キ
ー
・

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
の
基
準
と
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
一
〇
〇
里
（
約
四
〇
キ
ロ
）
以
内
と
し
て
想
定
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
人
の
往
来
で
は
、
1
に
宿
泊
の
基
点
と
な
る
地
名
を
記
し
て
い
る
か
、
2
に
、
ほ
ぼ
一
日
の
行
程
を
示
す
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
こ
の

う
ち
御
初
の
『
奏
講
書
』
や
、
サ
湾
漢
墓
簡
腰
の
旅
行
日
程
を
み
る
と
、
漢
簡
の
里
程
簡
は
、
一
日
の
行
程
と
近
い
距
離
を
示
し
て
い
る
。

そ
れ
は
歩
く
場
合
よ
り
も
、
車
馬
に
よ
る
距
離
に
近
い
。
そ
こ
で
漢
簡
の
里
程
は
、
文
書
伝
達
か
人
の
移
動
の
ど
ち
ら
か
で
あ
っ
て
も
、

ほ
ぼ
一
日
の
旅
行
の
行
程
に
対
応
し
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。

　
た
だ
し
里
耶
秦
簡
の
里
程
は
、
そ
れ
と
は
少
し
違
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
車
馬
や
船
と
し
て
も
、
｝
日
の
行
程
を
こ
え
て
お
り
、
そ
の

距
離
も
等
間
隔
で
は
な
く
不
規
則
で
あ
る
。
こ
れ
は
文
書
伝
達
の
ノ
ル
マ
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
里
耶
秦
簡
の
場
合

は
、
中
央
か
ら
地
方
、
あ
る
い
は
地
方
か
ら
北
方
に
行
く
交
通
の
よ
う
に
、
な
ん
ら
か
の
基
点
と
な
る
地
名
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
お
も

わ
れ
る
。
こ
の
と
き
注
目
さ
れ
る
の
は
、
臨
況
か
ら
遷
陵
県
ま
で
九
一
〇
里
と
あ
る
よ
う
に
、
水
路
に
よ
る
行
程
を
示
す
と
お
も
わ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

点
で
あ
る
。
こ
れ
は
旅
行
手
段
の
違
い
と
な
る
地
名
が
基
点
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
秦
漢
時
代
の
交
通
で
は
、
文
書
を
逓
送
す
る
文
字
資
料
の
移
動
と
、
人
が
移
動
し
て
情
報
を
伝
え
る
場
合
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
は
文
書
行
政
と
し
て
、
公
文
書
の
伝
達
が
注
目
さ
れ
て
い
た
が
、
人
の
移
動
も
ま
た
重
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
里

耶
秦
簡
と
漢
簡
の
里
程
簡
は
、
そ
の
時
代
と
距
離
間
隔
は
同
b
で
は
な
い
が
、
文
書
を
逓
送
す
る
主
な
施
設
を
示
す
か
、
あ
る
い
は
人
の



移
動
に
よ
る
行
程
の
基
準
と
考
え
た
。

と
置
を
結
ぶ
行
程
と
な
っ
て
い
る
。

漢
学
の
里
程
は
、
ほ
ぼ
一
日
に
車
馬
な
ど
で
移
動
す
る
距
離
に
対
応
し
て
お
り
、
い
く
つ
か
の
県

三
　
交
通
と
情
報
伝
達

　
そ
れ
で
は
交
通
と
人
の
往
来
に
よ
る
情
報
伝
達
に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
秦
漢
時
代
の
交
通
と
旅
行
で
は
、
秦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

の
始
皇
帝
や
漢
武
帝
の
巡
行
が
あ
り
、
武
帝
の
巡
行
に
は
司
馬
遷
も
随
行
し
て
い
る
。
こ
れ
は
皇
帝
が
幹
線
ル
ー
ト
を
通
っ
て
巡
行
、
宿

泊
す
る
過
程
で
、
地
方
の
人
び
と
が
皇
帝
を
拝
見
し
、
中
央
の
情
報
を
知
る
と
い
う
効
果
が
あ
る
。
ま
た
始
皇
帝
は
、
各
地
で
刻
石
を
し

て
お
り
、
こ
れ
も
地
方
に
む
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。

　
公
的
な
旅
行
で
は
、
使
者
の
派
遣
の
ほ
か
、
官
僚
の
赴
任
や
、
官
吏
の
往
来
、
公
用
出
張
、
休
暇
に
よ
る
帰
省
、
軍
隊
の
出
動
に
よ
る

人
び
と
の
移
動
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
人
の
移
動
に
と
も
な
っ
て
文
書
が
伝
達
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
口
頭
で
伝
え
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

定
さ
れ
、
中
央
と
地
方
の
情
報
伝
達
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。

　
官
吏
と
庶
民
で
は
、
官
吏
が
引
率
し
て
径
役
に
赴
い
た
り
、
租
税
や
物
資
の
輸
送
に
従
事
す
る
移
動
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
一
例
は
、
『
史

記
』
に
み
え
る
劉
邦
の
引
率
で
あ
る
。

　
　
高
祖
粗
筆
蘇
成
書
。
吏
皆
送
奉
銭
三
。
何
猫
以
五
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
五
三
、
薫
相
国
世
家
）

　
　
高
祖
常
懸
成
陽
、
縦
観
、
観
秦
皇
帝
。
哨
然
太
息
日
、
嵯
乎
、
大
丈
夫
當
如
此
也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
祖
本
紀
）

　
　
高
祖
以
弓
長
為
縣
送
徒
黒
山
。
徒
多
道
亡
。
自
度
比
至
歯
剥
之
。
到
豊
西
澤
中
、
過
飲
。
電
導
解
患
所
送
徒
。
　
　
（
高
祖
本
紀
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
＞

　
「
徳
」
と
は
、
サ
歯
式
墓
簡
腰
で
は
、
官
吏
が
出
張
す
る
と
き
に
使
わ
れ
る
用
語
で
、
人
を
引
率
す
る
場
合
が
あ
る
。
百
足
は
、
浦
県

秦
漢
時
代
の
交
通
と
情
報
伝
達

五
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

の
吏
と
し
て
威
陽
の
都
に
行
き
、
そ
こ
で
始
皇
帝
を
見
て
い
る
。
こ
れ
も
中
央
の
情
報
を
知
る
機
会
と
な
る
。
亭
長
と
し
て
、
刑
徒
を
甲

山
（
始
皇
帝
陵
）
の
造
営
に
送
る
と
き
に
は
、
逃
亡
す
る
者
が
多
く
、
一
緒
に
逃
げ
て
い
る
。
こ
れ
が
の
ち
に
浦
県
で
蜂
起
す
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
公
的
な
制
度
に
よ
る
交
通
の
ほ
か
に
、
も
う
少
し
ち
が
う
移
動
が
あ
る
。
そ
れ
は
学
問
で
土
地
を
離
れ
た
り
、
仇

や
罪
を
避
け
て
の
移
動
、
客
と
し
て
の
寄
食
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
秦
代
か
ら
翠
雲
に
か
け
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

　
　
下
相
（
洒
水
郡
、
江
蘇
省
宿
遷
県
）
で
育
っ
た
項
羽
が
、
項
梁
と
一
緒
に
仇
を
避
け
て
会
稽
郡
（
治
所
、
江
蘇
省
蘇
州
市
）
の
呉
中

　
　
に
逃
げ
て
い
る
。
の
ち
に
会
稽
郡
の
守
を
殺
し
て
蜂
起
し
、
長
江
を
渡
っ
て
北
上
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
項
羽
本
紀
）

　
こ
れ
は
戦
国
末
期
の
楚
の
領
域
に
あ
る
地
域
か
ら
、
南
方
の
地
方
へ
の
移
住
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
項
梁
と
項
羽
の
例
を
の
ぞ
け
ば
、
『
史

記
』
に
み
え
る
秦
代
の
移
動
は
、
楚
の
北
方
に
位
置
す
る
裏
芸
を
基
点
と
し
て
、
楚
と
三
晋
（
韓
、
魏
、
趙
）
の
東
西
に
移
動
す
る
ケ
ー

ス
が
多
い
。

　
　
！
張
耳
は
大
梁
（
河
南
省
開
封
）
の
人
。
若
い
こ
ろ
魏
公
子
・
信
陵
君
の
客
と
な
っ
た
。
秦
が
魏
の
大
梁
を
滅
ぼ
し
た
あ
と
、
張
耳

　
　
は
外
雀
（
陽
郡
、
河
南
省
）
に
家
を
か
ま
え
て
い
た
が
、
山
程
が
し
ば
し
ば
客
と
な
っ
て
数
ヶ
月
ほ
ど
逗
留
し
て
い
る
。
…
…
陳
余

　
　
も
大
梁
の
人
。
儒
術
を
好
み
、
し
ば
し
ば
趙
の
苦
脛
に
行
っ
た
。
魏
の
滅
亡
後
に
、
二
人
は
姓
名
を
変
え
て
陳
県
に
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
張
耳
・
陳
余
列
伝
）

　
　
2
張
良
、
先
祖
は
韓
の
人
。
秦
が
韓
を
滅
ぼ
し
た
あ
と
、
礼
を
准
陽
に
学
び
、
そ
こ
で
力
士
を
得
て
、
星
野
沙
（
三
川
郡
陽
武
県
、

　
　
河
南
省
鄭
州
の
東
）
で
始
皇
帝
の
暗
殺
を
企
て
た
。
し
か
し
失
敗
し
て
下
汐
（
東
海
郡
、
江
蘇
省
古
那
）
に
逃
げ
る
。
そ
こ
で
老
人

　
　
と
出
会
い
、
『
太
公
兵
法
』
を
授
か
っ
た
と
い
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
諸
侯
世
家
）

　
　
3
呂
公
は
単
父
（
陽
郡
、
山
東
省
単
県
）
の
人
。
仇
を
避
け
て
浦
（
江
蘇
省
浦
県
）
の
県
令
の
客
と
な
り
、
劉
邦
に
娘
を
嫁
に
や
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
祖
本
紀
）

　
　
4
周
勃
、
先
祖
は
魏
の
巻
（
三
川
郡
）
の
人
。
洒
水
郡
の
碧
海
に
移
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
馬
面
福
野
世
家
）

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
劉
邦
が
蜂
起
し
た
浦
県
は
、
た
し
か
に
魏
人
が
移
住
し
て
お
り
、
韓
、
魏
な
ど
と
東
西
の
交
流
が
強
い
こ
と
が
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

か
る
。
こ
れ
は
項
羽
が
、
一
貫
し
て
楚
の
領
域
内
を
移
動
し
て
い
る
情
勢
と
は
ち
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
非
合
法
の
も
の
を
ふ
く
ん
で

い
る
が
、
す
で
に
東
方
沿
岸
部
で
東
西
や
南
北
の
移
動
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
な
か
で
仇
や
罪
を
避
け
た
者
は
、
移
住
し
た
先
で
客
と
な
っ
て
応
対
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
張
良
の
話
で
は
、
老
人
か
ら
『
太
公
丘
ハ

法
』
を
授
か
っ
た
と
い
う
説
話
が
あ
る
。
そ
こ
で
人
の
移
動
で
は
、
各
地
の
情
報
が
伝
え
ら
れ
、
そ
れ
は
文
字
資
料
（
文
書
、
書
籍
、
書

信
な
ど
）
や
、
口
頭
（
伝
聞
、
風
聞
）
に
よ
る
ケ
ー
ス
が
予
想
さ
れ
る
。
秦
末
に
陳
渉
と
呉
広
が
蜂
起
し
た
こ
と
が
、
す
ぐ
に
各
地
に
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

わ
っ
て
い
る
の
も
、
こ
う
し
た
人
び
と
の
伝
聞
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
ほ
か
戦
争
や
叛
乱
な
ど
に
よ
っ
て
、
国
家
の
軍
隊
や
各
地
の
人
び
と
は
、
広
く
移
動
し
て
い
る
。
ま
た
戦
乱
の
余
波
は
、
そ
れ
を

避
け
た
難
民
な
ど
の
移
動
を
う
な
が
す
こ
と
に
な
る
。
ま
た
災
害
な
ど
で
流
民
と
な
る
人
び
と
や
、
商
人
な
ど
の
往
来
も
あ
る
。
こ
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

う
な
人
び
と
の
移
動
は
、
中
国
人
口
史
、
移
民
史
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
漢
代
で
は
、
各
地
の
諸
侯
王
や
官
吏
な
ど
に
寄
食
す
る
客
た
ち
が
い
る
。
そ
の
代
表
的
な
人
物
は
、
卑
湿
・
黄
帝
期
の
と
き
に
文
学
で

有
名
な
司
馬
相
如
で
あ
る
。
『
史
記
』
司
馬
相
如
列
伝
に
よ
る
と
、
か
れ
は
公
言
成
都
の
人
で
、
景
帝
の
と
き
郎
と
な
っ
て
長
安
に
行
き
、

武
騎
常
世
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
た
ま
た
ま
来
朝
し
た
雪
意
王
が
連
れ
て
き
た
遊
説
の
士
を
知
り
、
諸
生
や
游
士
と
一
緒
に
舎
に
寄
食

し
て
い
る
。
こ
の
と
き
愛
国
（
都
城
は
碓
陽
、
河
南
省
商
丘
）
に
は
、
斉
や
潅
陰
、
呉
の
人
た
ち
が
い
た
と
い
う
。
こ
れ
も
東
方
沿
岸
部

の
移
動
を
示
し
て
い
る
。
景
帝
中
元
六
年
（
前
］
四
四
）
に
梁
王
が
亡
く
な
る
と
、
郷
里
の
蜀
郡
の
成
都
に
帰
っ
た
。
こ
の
と
き
臨
耶
の

県
令
の
も
と
で
都
亭
に
寄
食
し
て
お
り
、
卓
文
君
と
結
婚
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
待
遇
の
時
期
で
あ
る
。

秦
漢
時
代
の
交
通
と
情
報
伝
達

六
一



六
二

　
武
帝
の
時
代
に
、
司
馬
相
如
は
天
子
の
た
め
に
賦
を
作
成
し
て
い
る
。
数
年
後
に
、
唐
蒙
が
巴
・
蜀
の
吏
卒
を
徴
発
し
て
夜
郎
へ
進
軍

す
る
と
き
に
は
、
使
者
と
な
っ
て
「
臨
空
の
太
守
へ
の
激
文
」
を
作
っ
て
、
軍
事
行
動
と
物
資
の
支
援
を
し
て
い
る
。
元
光
五
年
に
、
巴
・

蜀
・
国
漢
の
卒
を
徴
発
し
て
、
西
南
夷
へ
の
道
を
建
設
す
る
と
き
に
は
「
蜀
の
父
老
を
諭
す
文
」
を
作
っ
た
。
ま
た
相
如
は
、
こ
の
あ
と

中
郎
将
と
な
っ
て
節
を
持
ち
、
西
夷
へ
の
使
者
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
司
馬
相
如
の
旅
行
を
み
る
と
、
1
郎
と
し
て
着
任
す
る
旅
（
成
都
～
長
安
）
、
2
諸
侯
王
国
へ
の
往
来
（
長
安
～
梁
国
、

河
南
省
永
城
県
～
成
都
）
、
3
蜀
郡
内
の
移
動
（
成
都
～
臨
耶
～
成
都
）
、
4
使
者
と
し
て
文
書
の
伝
達
（
蜀
郡
～
長
安
～
蜀
郡
）
、
5
使

者
と
し
て
の
往
来
（
蜀
郡
～
西
夷
）
な
ど
が
み
え
る
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
か
れ
は
各
地
に
賦
や
文
書
を
伝
え
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
秦
漢
時
代
で
は
、
中
央
の
都
城
や
地
方
都
市
に
文
書
や
書
籍
な
ど
を
伝
え
た
の
は
、
行
政
官
府
や
官
僚
に
よ
る
だ
け
で
は

な
く
、
諸
侯
王
や
列
侯
、
郡
県
の
官
吏
、
私
人
な
ど
に
寄
食
す
る
人
び
と
に
よ
る
場
合
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
交
通
に
よ
る
情
報
に
は
、
さ
ら
に
個
人
的
な
書
信
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
伝
聞
が
あ
る
。
書
信
に
つ
い
て
は
、
『
史
記
』
に
み
え
る
ほ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

に
、
湖
北
笠
雲
夢
県
の
睡
割
地
四
号
秦
墓
か
ら
戦
国
後
期
の
私
信
の
木
橋
二
枚
が
出
土
し
て
、
そ
の
形
態
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

れ
は
従
軍
し
た
兵
士
が
、
家
族
に
宛
て
た
書
信
で
あ
る
。
ま
た
聖
代
文
帝
期
の
馬
三
芳
清
書
『
戦
国
縦
横
家
書
』
に
は
、
戦
国
外
交
に
従

事
し
た
書
信
を
ふ
く
む
故
事
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
発
信
と
受
信
者
の
ほ
か
に
、
往
来
し
て
書
信
を
持
ち
運
ぶ
人
び
と
が
い
る
。

　
交
通
と
情
報
伝
達
で
は
、
文
書
や
書
籍
、
口
頭
に
よ
る
形
態
の
ほ
か
に
、
さ
ら
に
社
会
の
人
び
と
に
受
容
さ
れ
る
状
況
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
中
国
古
代
の
社
会
シ
ス
テ
ム
と
い
う
全
体
的
な
問
題
と
な
る
。



お
　
わ
　
り
　
に

　
本
稿
で
は
、
里
耶
秦
簡
「
地
名
里
程
簡
」
を
手
が
か
り
と
し
て
、
文
書
伝
達
と
人
の
移
動
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
里
耶
秦
簡
の
里

程
は
、
漢
初
の
張
家
山
漢
簡
「
行
書
律
」
に
み
え
る
郵
の
設
置
や
、
行
程
の
ノ
ル
マ
と
合
わ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
居
延
漢
簡
と
哲
婦
置
漢

簡
の
「
里
程
簡
」
と
く
ら
べ
て
、
同
じ
よ
う
に
文
書
伝
達
の
基
準
と
す
る
と
、
こ
れ
も
規
定
と
合
わ
な
い
こ
と
が
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ

で
注
目
し
た
の
は
、
人
の
移
動
に
よ
る
旅
行
の
行
程
で
あ
る
。

　
張
家
山
漢
簡
『
奏
謝
書
』
に
み
え
る
溢
乳
の
案
件
に
は
、
水
陸
の
旅
程
に
関
す
る
記
載
が
あ
り
、
そ
れ
を
平
均
す
る
と
、
一
日
あ
た
り

八
五
里
（
約
三
四
キ
ロ
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
行
程
は
、
水
陸
を
平
均
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
漢
窯
の
「
里
程
簡
」
の
距
離
、
す
な
わ

ち
一
〇
〇
里
以
内
（
約
四
〇
キ
ロ
）
と
よ
く
似
て
い
る
。
そ
の
た
め
秦
漢
時
代
で
は
、
文
書
伝
達
の
主
な
基
点
を
示
す
場
合
で
も
、
旅
行

の
行
程
を
基
準
と
す
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
た
だ
し
里
耶
秦
簡
「
里
程
簡
」
、
は
、
さ
ら
に
不
規
則
で
離
れ
て
い
る
地
名
が
あ
り
、
ま
た

必
ず
し
も
中
央
か
ら
地
方
へ
の
路
線
と
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
旅
行
の
行
程
と
し
て
も
、
よ
り
大
き
な
交
通
の
基
点
が
示
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。

　
こ
う
し
た
「
里
程
」
を
考
え
る
た
め
、
さ
ら
に
サ
湾
漢
墓
簡
腰
の
記
載
と
、
竹
簡
「
暦
譜
」
の
記
録
を
手
が
か
り
と
し
て
、
実
際
の
旅

行
日
程
と
宿
泊
地
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。
こ
こ
で
は
、
宿
泊
の
基
本
は
篭
城
の
伝
舎
で
あ
り
、
県
城
と
県
城
の
問
で
は
、
亭
に
宿
泊
す

る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
一
日
の
行
程
は
、
遠
い
も
の
で
六
〇
、
七
〇
キ
ロ
、
近
い
も
の
で
二
五
キ
ロ
程
度
の
移
動
で
あ
る
。
こ
れ
は
交
通
手

段
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
ほ
ぼ
漢
簡
の
里
程
簡
の
範
囲
内
に
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
秦
漢
時
代
の
里
程
簡
は
、
郵
書
や
文
書
伝
達
に
関
係
す
る
と
み
な
さ
れ
て
い
た
が
、
「
行
書
律
」
の
規
定
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

サ
湾
漢
書
簡
順
と
く
ら
べ
て
み
る
と
、
複
数
の
県
と
置
な
ど
の
施
設
を
集
約
し
て
お
り
、
そ
れ
は
旅
行
の
行
程
基
準
に
近
い
と
考
え
る
。

秦
漢
時
代
の
交
通
と
情
報
伝
達

六
三



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

　
ま
た
交
通
と
情
報
伝
達
の
意
義
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
点
が
指
摘
で
き
る
つ
秦
漢
時
代
の
交
通
に
は
、
秦
の
始
皇
帝
や
漢
武
帝
の
巡
行

を
は
じ
め
、
官
僚
の
赴
任
や
、
官
吏
の
往
来
、
公
用
出
張
、
休
暇
に
よ
る
帰
省
、
軍
隊
の
出
動
に
よ
る
人
び
と
の
移
動
が
あ
る
。
こ
れ
ら

は
地
方
の
人
び
と
が
皇
帝
を
見
た
り
、
中
央
と
地
方
の
情
報
伝
達
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
庶
民
で
は
、
引
率
さ
れ
て
樒
役
に
従

事
し
た
り
、
租
税
や
物
資
の
輸
送
を
す
る
移
動
な
ど
が
あ
る
。

　
し
か
し
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
う
し
た
公
的
な
制
度
に
よ
る
交
通
の
ほ
か
に
、
学
問
で
土
地
を
離
れ
た
り
、
仇
や
罪
を
避
け
て
の
移
動
、

客
と
し
て
の
寄
食
や
、
流
民
と
な
っ
て
移
住
す
る
人
び
と
の
存
在
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
諸
侯
王
や
官
僚
の
客
に
な
る
ほ
か
、
郡
県
の
官
吏

や
私
人
の
客
と
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
ま
た
書
物
や
書
信
を
伝
え
た
話
と
重
な
る
場
合
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
秦
漢
時
代
の
交
通
で
は
、

こ
う
し
た
人
び
と
の
移
動
に
よ
る
情
報
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
出
土
資
料
と
情
報
伝
達
の
検
討

を
つ
づ
け
た
い
と
お
も
う
。

　
注

（
1
）
　
大
庭
脩
『
秦
漢
法
制
史
の
研
究
』
（
創
文
社
、
一
九
八
二
年
）
、
永
田
英
正
『
居
延
漢
簡
の
研
究
』
序
章
（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
九
年
）
、
同
「
文
書
行

　
　
政
」
（
『
股
周
秦
漢
時
代
史
の
基
本
問
題
』
汲
置
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
、
李
均
明
・
二
軍
『
軸
部
文
書
学
』
（
広
西
教
育
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
、
籾
山
明

　
　
「
中
国
の
文
書
行
政
」
（
『
文
字
と
古
代
日
本
』
二
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
。

（
2
）
　
王
子
今
『
秦
漢
交
通
史
稿
』
（
中
京
中
央
党
歴
出
版
社
、
」
九
九
四
年
目
、
高
敏
「
秦
漢
郵
伝
制
度
只
中
」
（
一
九
八
五
、
『
秦
漢
露
探
討
』
中
州
古
画
出

　
版
社
、
一
九
九
八
年
）
、
エ
ノ
・
ギ
ー
レ
「
『
郵
』
制
放
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
六
三
－
二
、
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
。

（
3
）
　
拙
著
『
訂
馬
遷
の
旅
』
余
論
「
漢
代
の
旅
行
事
情
」
（
中
公
新
書
、
二
〇
〇
三
年
）
。

（
4
）
　
日
本
古
代
史
の
視
点
は
、
松
原
弘
宣
「
日
本
古
代
の
情
報
伝
達
と
交
通
」
（
松
原
弘
宣
ほ
か
編
『
古
代
東
ア
ジ
ア
の
情
報
伝
達
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
八

　
　
年
）
な
ど
に
示
さ
れ
て
い
る
。



（
5
）
　
湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
等
「
湖
南
龍
山
二
戸
戦
国
－
身
代
古
城
一
号
井
発
掘
簡
報
」
（
『
文
物
』
二
〇
〇
三
年
一
期
）
、
湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
、
湘

　
　
西
土
家
族
苗
族
自
治
州
文
物
処
「
湘
西
里
耶
朝
代
簡
三
選
釈
」
（
『
中
国
歴
史
文
物
』
二
〇
〇
三
年
一
期
）
、
湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
『
里
謡
発
掘
報
告
』

　
　
（
岳
麓
書
社
、
二
〇
〇
七
年
）
。

（
6
）
　
『
里
耶
発
掘
報
告
』
第
二
章
、
四
百
腰
（
二
）
3
「
地
名
里
程
簡
」
一
九
六
～
二
〇
三
頁
で
は
、
八
代
の
一
里
を
○
・
四
一
五
八
キ
ロ
と
す
る
が
、
こ
こ

　
　
で
は
目
安
と
し
て
○
・
四
キ
ロ
で
計
算
す
る
。
地
名
に
つ
い
て
は
、
石
黒
ひ
さ
子
「
里
心
竹
簡
J
1
⑯
5
2
記
載
の
地
名
に
つ
い
て
」
（
『
中
国
出
土
資
料
研

　
　
究
』
）
、
鐘
偉
「
試
評
議
庭
兵
語
叢
雲
及
公
文
伝
唱
之
路
線
」
（
武
漢
大
学
簡
吊
網
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
）
な
ど
の
考
証
が
あ
る
。

（
7
）
　
『
居
延
新
簡
』
甲
渠
候
官
（
中
華
書
局
、
一
九
九
四
年
）
破
城
子
探
方
五
九
。
写
真
は
下
の
三
八
九
頁
。

（
8
）
　
甘
粛
正
文
物
考
古
研
究
所
「
無
燈
懸
五
百
野
台
文
選
」
（
『
文
物
』
二
〇
〇
〇
年
五
期
）
写
真
二
九
頁
で
は
、
蓋
置
道
歌
と
し
、
胡
平
生
・
張
徳
芳
編
撰

　
　
『
敦
焼
懸
泉
漢
心
釈
粋
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
五
六
～
五
九
頁
に
釈
文
と
注
釈
が
あ
り
、
背
面
は
正
面
と
関
係
の
な
い
出
入
簿
と
い
う
。

　
　
巻
末
に
は
、
都
樹
声
「
敦
燵
懸
泉
里
程
簡
地
理
考
述
」
が
あ
る
。

（
9
）
　
拙
稿
「
戦
国
秦
の
領
域
形
成
と
交
通
路
」
（
拙
著
『
中
国
古
代
国
家
と
郡
県
社
会
』
盲
点
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
の
ほ
か
、
近
年
の
研
究
は
、
雍
際
春
『
天

　
　
水
放
馬
灘
木
板
地
図
研
究
』
（
甘
粛
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
、
速
修
桂
『
中
国
歴
史
地
貌
与
古
地
図
研
究
』
第
十
｝
章
「
放
馬
灘
戦
国
秦
墓
出
土
古

　
　
地
図
」
（
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
に
整
理
と
考
察
が
あ
る
。

（
1
0
）
　
『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
行
書
律
。

（
1
1
）
　
『
張
家
山
漢
墓
竹
簡
〔
二
四
七
号
墓
〕
』
（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
の
写
真
と
、
『
張
家
山
漢
墓
竹
簡
〔
二
四
七
号
墓
〕
』
釈
文
修
訂
本
（
文
物
出
版

　
　
社
、
二
〇
〇
六
年
）
の
釈
文
に
よ
る
。
ま
た
彰
浩
「
白
張
家
山
漢
簡
《
行
書
律
》
」
（
『
文
物
』
二
〇
〇
二
年
九
期
）
、
冨
谷
至
編
『
江
陵
張
家
山
二
四
七
号

　
　
墓
出
土
漢
律
令
の
研
究
』
訳
注
、
研
究
篇
（
朋
友
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
、
専
修
大
学
『
二
年
律
令
』
研
究
会
「
張
家
山
漢
簡
『
二
年
律
令
』
訳
注
（
六
）
」

　
　
（
『
専
修
史
学
』
四
〇
、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
1
2
）
　
里
耶
秦
簡
⑧
H
ミ
。

（
1
3
）
　
張
俊
民
「
《
二
年
律
令
・
行
書
律
》
浅
析
」
（
『
秦
漢
史
論
叢
』
九
輯
、
三
秦
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
。

（
1
4
）
　
鶴
間
和
幸
「
司
馬
遷
の
時
代
と
始
皇
帝
」
（
『
東
洋
学
報
』
七
七
…
一
・
二
、
一
九
九
五
年
）
。
七
、
七
二
二
里
と
い
う
合
計
は
、
も
し
成
陽
を
通
ら
ず
、

　
秦
漢
時
代
の
交
通
と
情
報
伝
達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
　
　
　
　
　
六
五



六
六

　
　
黄
河
流
域
を
ふ
く
む
南
北
の
直
線
距
離
と
す
れ
ば
、
そ
の
終
点
を
遷
陵
県
と
し
て
も
、
始
点
は
北
京
の
は
る
か
北
方
と
な
る
。

（
1
5
）
永
田
前
掲
「
文
書
行
政
」
、
エ
ノ
・
ギ
ー
レ
前
掲
「
『
郵
』
制
孜
」
な
ど
。

（
1
6
）
　
陳
偉
「
秦
と
漢
初
の
文
書
シ
ス
テ
ム
」
（
愛
媛
大
学
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
、
前
掲
『
古
代
東
ア
ジ
ア
の
情
報
伝
達
』
二
〇
〇
八
年
目
。

（
1
7
）
　
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
「
甘
粛
敦
燵
漢
潮
懸
泉
置
遺
趾
発
掘
簡
単
」
（
『
文
物
』
二
〇
〇
〇
年
五
期
）
、
張
俊
民
「
《
二
年
律
令
・
行
書
律
》
浅
析
」
、
エ

　
　
ノ
・
ギ
ー
レ
「
『
郵
』
制
孜
」
な
ど
。

（
1
8
）
　
『
張
家
山
漢
墓
竹
簡
〔
二
四
七
号
墓
〕
』
釈
文
修
訂
本
。

（
1
9
）
　
連
雲
港
市
博
物
館
「
江
蘇
東
海
県
サ
湾
村
漢
墓
群
発
掘
生
平
」
（
『
文
物
』
一
九
九
六
年
八
期
）
、
連
雲
港
市
博
物
館
、
東
海
県
博
物
館
、
中
国
社
会
科
学

　
　
院
簡
吊
研
究
中
心
、
中
国
文
物
研
究
所
編
『
サ
湾
漢
墓
簡
腰
』
（
中
華
書
局
、
一
九
九
七
年
）
ゆ

（
2
0
）
　
連
雲
港
市
博
物
館
・
中
国
文
物
研
究
所
編
『
サ
点
点
墓
門
腰
綜
論
』
（
科
学
出
版
社
、
一
．
九
九
九
年
）
に
は
、
謝
桂
華
「
サ
中
鷺
墓
所
見
東
海
郡
行
政
文

　
　
書
考
述
」
な
ど
多
く
の
論
文
が
あ
る
。

（
2
1
）
　
鶴
間
和
幸
「
中
華
の
形
成
と
東
方
世
界
」
（
『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
3
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
）
は
略
図
を
作
成
し
て
お
り
、
拙
著
『
中
国
古
代
国

　
　
家
と
郡
県
社
会
』
終
章
で
も
地
理
的
な
説
明
を
し
て
い
る
。

（
2
2
）
　
サ
湾
漢
墓
簡
腰
に
は
、
成
帝
の
永
始
、
元
延
年
間
の
年
号
を
ふ
く
ん
で
お
り
、
懸
蓋
置
漢
簡
の
年
代
は
、
前
漢
時
代
の
武
帝
か
ら
昭
帝
、
元
帝
、
成
帝

　
　
と
、
王
葬
期
を
へ
て
後
漢
時
代
の
光
武
帝
～
安
帝
期
に
お
よ
ぶ
と
い
わ
れ
る
。

（
2
3
）
　
高
村
武
幸
「
前
漢
末
属
吏
の
出
張
と
交
際
費
に
つ
い
て
ー
サ
湾
漢
墓
簡
腰
『
元
三
二
年
日
記
』
と
木
陵
七
・
八
か
ら
」
（
『
中
国
出
土
資
料
研
究
』
三
、

　
　
」
九
九
九
年
）
、
察
萬
進
『
サ
湾
漢
墓
簡
順
論
考
』
（
台
湾
古
史
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）
。
ま
た
一
九
九
三
年
に
湖
北
省
荊
州
市
の
塗
家
台
三
〇
号
秦
墓
か
ら

　
　
出
土
し
た
竹
簡
「
至
難
」
は
、
秦
始
皇
帝
三
十
四
年
（
前
二
＝
二
）
の
一
年
間
の
暦
の
日
付
の
下
に
、
南
郡
の
官
吏
の
勤
務
や
旅
行
・
宿
泊
を
記
し
て
い

　
　
る
。
こ
れ
は
秦
代
の
具
体
的
な
路
線
に
し
た
が
っ
て
、
経
過
し
た
日
数
や
宿
場
の
事
情
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
彰
華
華
「
周
家
台
三
〇
壮
心
墓
竹
簡
“
秦

　
　
始
皇
三
十
四
年
暦
譜
”
釈
文
与
考
釈
」
（
『
文
物
』
一
九
九
九
年
六
期
）
、
湖
北
省
芋
窪
市
早
早
玉
橋
遺
趾
博
物
館
編
『
関
聯
秦
漢
興
亜
憤
』
（
中
華
書
局
、

　
　
二
〇
〇
一
年
）
。

（
2
4
）
　
公
的
施
設
の
ほ
か
に
私
人
の
宅
に
宿
泊
す
る
こ
と
は
、
今
後
と
も
検
討
の
必
要
が
あ
る
。



（
2
5
）
　
高
村
前
掲
論
文
で
は
、
「
羽
」
を
『
漢
書
』
地
理
志
の
東
海
郡
祝
山
県
条
に
「
禺
貢
羽
山
在
南
。
押
所
極
」
と
あ
る
羽
山
と
す
る
。

（
2
6
）
　
里
耶
極
信
の
里
程
簡
が
、
旅
行
の
キ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
地
名
を
示
す
と
し
て
も
、
そ
の
距
離
は
不
均
等
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
旅
行
手
段
か
、
何

　
　
か
の
変
化
に
も
と
つ
く
基
点
を
想
定
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（
2
7
）
　
拙
著
前
掲
『
司
馬
遷
の
旅
』
。

（
2
8
）
　
拙
稿
「
張
家
山
漢
簡
『
津
関
令
』
と
詔
書
の
伝
達
」
（
『
資
料
学
の
方
法
を
探
る
』
六
、
二
〇
〇
七
年
目
な
ど
。

（
2
9
）
　
サ
湾
漢
墓
簡
腰
の
木
順
五
正
に
は
、
「
罰
戊
上
谷
」
「
上
邑
計
」
「
送
衛
士
」
を
ふ
く
む
役
割
に
「
●
右
十
三
人
縣
」
と
あ
る
。

（
3
0
）
　
項
羽
の
蜂
起
と
集
結
、
楚
の
社
会
シ
ス
テ
ム
と
の
関
係
は
、
拙
著
『
項
羽
と
劉
邦
の
時
代
』
（
講
談
社
、
二
〇
〇
六
年
）
で
簡
単
に
ふ
れ
て
い
る
。

（
3
1
）
　
拙
稿
「
秦
始
皇
帝
と
諸
公
子
に
つ
い
て
」
（
『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
』
人
文
学
科
編
＝
二
、
二
〇
〇
二
年
）
。

（
3
2
）
　
葛
剣
雄
『
西
漢
人
口
地
理
』
（
人
民
出
版
社
、
】
九
八
六
年
）
、
同
国
「
中
国
移
民
史
』
第
二
巻
（
福
建
人
民
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
、
羅
臼
華
『
漢
代

　
　
的
流
民
問
題
』
（
台
湾
学
生
書
局
、
一
九
八
九
年
）
な
ど
。

（
3
3
）
　
佐
藤
武
敏
『
中
国
古
代
書
簡
集
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
）
、
《
雲
夢
睡
虎
虚
妄
墓
》
編
写
組
『
雲
夢
睡
虎
地
秦
墓
』
（
文
物
出
版
社
、
一
九

　
　
八
一
年
）
な
ど
。
ま
た
安
徽
省
天
長
市
の
前
漢
墓
か
ら
は
、
木
憤
の
私
信
一
六
枚
が
発
見
さ
れ
、
こ
の
君
主
は
東
陽
県
の
官
吏
で
、
謝
孟
と
い
う
人
物
と

　
　
み
な
さ
れ
て
い
る
。
天
長
市
文
物
管
理
所
、
天
長
市
博
物
館
「
安
徽
天
長
西
漢
墓
発
掘
簡
報
」
（
『
文
物
』
二
〇
〇
六
年
＝
期
）
。

（
3
4
）
　
こ
の
ほ
か
一
九
九
九
年
に
湖
南
省
涜
陵
で
発
見
さ
れ
た
虎
漢
山
一
号
漢
墓
の
竹
簡
が
注
目
さ
れ
る
。
湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
等
「
玩
雨
虎
漢
山
一
号

　
　
漢
墓
発
掘
簡
報
」
（
『
文
物
』
二
〇
〇
三
年
一
期
）
に
よ
れ
ば
、
「
黄
籍
」
と
分
類
さ
れ
た
資
料
に
、
蒲
団
侯
国
に
所
属
す
る
郷
の
戸
口
統
計
と
調
査
の
変
化

　
　
と
と
も
に
、
侯
国
か
ら
近
隣
の
郡
県
へ
の
距
離
、
各
号
か
ら
侯
国
に
至
る
距
離
、
侯
国
か
ら
長
安
ま
で
ニ
ル
ー
ト
の
水
陸
路
線
の
距
離
・
里
程
が
記
さ
れ

　
　
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
況
陵
倹
国
は
、
周
雲
台
秦
簡
の
武
代
南
郡
に
近
く
、
前
漢
初
期
の
文
帝
期
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
虎
渓
山
漢
簡
も
漢
代
の
交

　
　
通
と
旅
行
の
形
態
を
考
え
る
資
料
と
な
る
、

秦
漢
時
代
の
交
通
と
情
報
伝
達

六
七


